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視
聴
者
か
ら
の
お
便
り
を
受
け
、サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

の
前
園
真ま

さ
き
よ聖

さ
ん
が
四
国
を
駆
け
巡
る
自
転
車
旅
「
前
園

真
聖
四
国
推
し
た
び
」
で
篠
山
小
中
学
校
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。最
初
こ
そ
緊
張
し
て
い
た
児
童
、生
徒
も
前
園
さ
ん
と

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、一
緒
の
時
間
を

過
ご
す
こ
と
で
、次
第
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

給
食
の
時
間
で
は
、給
食
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
数
日

前
が
誕
生
日
だ
っ
た
前
園
さ
ん
へ
、バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を

贈
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　　
最
後
に
児
童
、生
徒
ら
か
ら
歌
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、

小
中
学
校
合
同
で
行
事
を
行
う
と
き
に
歌
わ
れ
る
「
篠
山

賛
歌
」
や
町
内
音
楽
発
表
会
で
歌
っ
た
「
Y
E
L
L
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　　
前
園
さ
ん
か
ら
感
想
を
聞
か
れ
る
と
「
残
り
の
日
々
、大

切
に
過
ご
し
て
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
た
い
。今
日
の
思
い

出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　
前
園
さ
ん
は
視
聴
者
か
ら
の
手
紙
で
、篠
山
小
中
学
校

が
8
年
度
休
校
、9
年
度
閉
校
す
る
こ
と
を
知
り
、来
訪
に

至
り
ま
し
た
。
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21
回

　　　　
篠さ
さ
な南
文
化
祭

　-プログラム-
◆開会行事

◆ステージ発表

　・全校合唱　「篠山賛歌」ほか

　・総合的な学習の時間報告

　　　「残したいもの　伝えたいもの」　小学生

　　　「福祉学習(介護)」　中2生徒

　　　「職場体験学習」　中3生徒

　・作文発表

　・有志発表　「篠南レンジャーズ」ダンス

　　　　　　　　　　　 オカリナ演奏

　・劇「20年後の同窓会」　小中学生

◆閉会行事

◆ほっとマーケットin篠南（リサイクルバザー）

◆作品展示鑑賞

　　
12
月
13
日
㈯
、篠
山
小
中
学
校
体
育
館
で

「
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
！
～
感
動
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
篠
南
文
化
祭
に
！
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
第
21
回
篠
南
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
中
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
で

は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
ん
だ
こ
と
を

報
告
し
た
ほ
か
、息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
劇
が
披
露
さ
れ
、来
場
者
か
ら
は
自

然
と
手
拍
子
が
起
き
、
会
場
全
体
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　　
閉
会
行
事
で
、P
T
A
会
長
の
岸
倫み

ち
ひ
ろ弘

さ

ん
は
「
残
り
の
日
々
、地
元
で
あ
る
篠
山
の
愛

情
を
感
じ
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、文
化
祭
実
行
委
員
長
の
岡
﨑

心み

あ愛
さ
ん
は
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、思
い
っ
き

り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
が
篠
南
地
域
を
支
え
て
い
き
ま
す
！
」
と
力

強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、ほ
っ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

i
n
篠
南
（
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
）
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
篠
南
米
や
廃
油
石
鹸

の
ほ
か
、地
域
の
方
の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮

な
野
菜
な
ど
も
あ
り
、瞬
く
間
に
売
り
切
れ
、

文
化
祭
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

愛媛
CATV
動画
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11/
16

おかあさんといっしょ宅急便
「ファンターネ！小劇場」を開催しました

▲左から　やころ、ルチータ、みもも

　　11月16日㈰、御荘文化センターホールでおかあさんといっ
しょ宅急便「ファンターネ！小劇場」が行われました。
　　公演は２部制で行われ、町内外から800人を超える参加者
が来場しました。ファンターネ！の仲間たち（みもも・やころ・ル
チータ）と、うたのおねえさんによる歌や踊りに来場者も一体と
なり、終始笑顔があふれる時間になりました。
　　また会場には記念スタンプ・記念撮影を行うコーナーも開設
され、多くの親子連れが楽しみました。

11/
27

地元に想いを届ける取り組み
明治安田生命「私の地元応援募金」目録贈呈

▲町からの感謝状を手にする中村維伯町長と石桁健
司支社長

　　役場本庁で明治安田生命保険相互会社から「私の地元応
援募金」として寄付金の目録贈呈式がありました。
　　「私の地元応援募金」は明治安田グループが実施しており、
全従業員が出身地や居住地など、ゆかりのある地域を選んで
募金を行い、それに会社からの寄付を上乗せして地元を応援す
るものです。人と人とのつながりの創出や住民の暮らしの充実
を図り、豊かな地域づくりへの貢献を目的に、令和7年9月末ま
でに累計約1，400自治体へ寄付を行っており、今回で本町へ
の寄付は3回目となります。
　　石桁健

け ん じ

司高知支社長から目録を受け取った中村維
ま さ の り

伯町長
は、愛南町いやしの郷トライアスロン大会への協賛をはじめとす
る同社からの多方面にわたる支援に対して感謝の意を伝えると
ともに、「スポーツ環境の整備充実に向けて有効に活用してい
きたい」と話しました。

12/
7

人気芸人が勢ぞろい！
「爆笑！！お笑いライブｉｎ愛南町」を開催しました

▲誰もが知る有名芸人がステージ上にズラリ

　　12月７日㈰、御荘文化センターホールで「爆笑！！お笑いライ
ブｉｎ愛南町」が行われました。
　　ちゃんぴおんず・パーパー・きしたかの・四千頭身・三拍子・ジ
グザグジギー・ハナコの７組がコント・漫才等を披露し、500人
を超える参加者でいっぱいになった会場は、爆笑の渦に包まれ
ました。
　　また最後には出演者全員がステージに集合し、トークや一発
芸、サインボールを投げるファンサービスが行われ、参加者は最
後までライブを楽しみました。

愛媛
CATV
動画
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12/
15

国保一本松病院 芝田貴
たかひろ

裕医師
町内各地域で生活習慣病を考える講演会を実施

▲大勢の参加者の前で講演する芝田貴裕医師

　　12月15日㈪、中川コミュニティセンターで、国保一本松病院
　芝田貴

た か ひ ろ

裕医師による講演会「生活習慣病を考える　高血圧を
知る、予防する」が開催されました。
　　この講演会では、町内で脳や心臓の病気が多い現状や、そ
の原因となる高血圧の予防について、芝田医師のこれまでの
経験を交えながら説明しました。芝田医師は、「脳血管疾患が
多いのに、高血圧で通院している人はそんなに多くない。健診
を受ける人が少ないことや、本当は血圧が高いのに、治療をし
ていない人が多いのかもしれない」と話し、塩分控えめの食事
や、抗酸化物質の効果などについて説明しました。
　　この講演会は中川地区のほか、長月公民館や広見地区でも
開催され、高血圧予防に向けた啓発を行っています。

12/
17

ゴルフを通じた地域貢献
一本松チャリティーゴルフコンペ実行委員会から寄付の贈呈

▲教育長室で行われた贈呈式

　　12月17日㈬、役場本庁で一本松チャリティーゴルフコンペ
実行委員会から、一般社団法人南宇和ありんこくらぶ、教育委
員会、保健福祉課へ合計40万円の寄付金や図書カードなどが
贈られました。
　　この活動は、ゴルフを通じて地域の役に立ちたいという思い
から、同実行委員会が29年前から行っており、今年は11月16
日㈰に79人が参加し開催されました。
　　実行委員会の髙田剛

た け と し

利さんは「一本松の友人たちから始
まったこの活動も今年で29回目。来年は30年の節目の年にな
るので、地域のために活用してほしいとの思いで今後も続けて
いきたい」と話しました。

12/
8

ありがとう葉書メッセージ企画
南宇和ライオンズクラブが町内の小学5、6年生に年賀状贈呈

▲今冬は対象の児童222人（篠山小は全児童）に
　年賀状を贈呈

　　12月8日㈪、篠山小中学校で、「ありがとう葉書メッセージ企
画」はがきの贈呈式が行われました。
　　この企画は年に2回、町内の全小学5、6年生の児童へ、感謝
の気持ちをはがきに込めて贈ってもらおうと南宇和ライオンズク
ラブが実施しているものです。今冬は対象の児童222人（篠山
小学校は全児童）に年賀状を贈呈しました。また、一本松郵便
局の喜田和

か ず あ き

明局長からは記念品として鉛筆が贈られました。
　　南宇和ライオンズクラブの浅海裕

ひ ろ き

紀会長は「ありがとうという
言葉は感謝を伝える言葉で、みんなを笑顔にします。送られた
相手も笑顔になる」と児童代表に手渡しました。受け取った児
童は「手紙の良さは贈る相手のことを考えながらじっくり書ける
のがいいところ。大阪の叔母に贈りたい」と受け取りました。

愛媛
CATV
動画

愛媛
CATV
動画
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動画
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　　11月8日㈯、西予市の乙亥会館で開催された令和7年度愛媛県高等学校相撲新人大会において、南宇和
高校2年の土居諒

り ょ う ま

真さんが100kg級で優勝、同じく1年の吉田琉
りゅうせい

聖さんが80kg級で優勝を果たしました。
　　１００kg級全勝優勝で存在感を見せつけた土居さん
は、「道場で練習してきた成果を全面的に発揮して全勝優
勝することができた」と話し、健闘を見せた吉田さんは「団
体戦の反省を生かし、個人戦では気を引き締め直してしっ
かりと自分の取組ができた」と振り返ります。
　　3月に高知県で開催される全国高等学校相撲選抜大
会を前に、土居さんは「高校生活の中で初めて掴んだ全
国大会の切符なので、万全の準備をして臨みたい」と力
強く話します。土居さんの背中を見て稽古に励んできた吉
田さんは、「稽古で体力を付け、優勝を目指してぶつかっ
ていきたい。4月からは2年生になるので、後輩のお手本と
なる取組ができるよう大会に臨みたい」と思いを述べまし
た。

1/
18

地域防災力の向上を目指し
令和8年愛南町消防出初式を挙行

　　1月18日㈰、愛南町消防出初式が御荘文化センターで行
われ、町内の消防団員325人（出動人員）が参加しました。
　　今年も宿毛市消防団ラッパ隊の協力を受け、ホール内に
力強いラッパの音色が響き渡った式典では、広報隊やドロー
ン隊による活動報告などが行われました。
　　中村維

ま さ の り

伯町長は日々の消防団活動に敬意を表し、「町民
の皆さまが安心安全な暮らしを送ることができるよう、より一
層、防災・減災対策に取り組んでいるところですが、その要と
なるのは、住民の最も身近な存在である消防団を中心とした
地域防災力の充実強化であります」と式辞を述べました。

　　
令
和
8
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
の
被
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。な
お
、日
本
消
防
協

会
長
表
彰
の
表
彰
状
授
与
は
、3
月
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】
（
伝
達
）

功
績
章　
御
荘
方
面
隊
本
部
副
団
長　
若
松 

好よ
し
か
ず和

精
績
章　
一
本
松
方
面
隊
本
部
副
団
長　
山
本　
恒こ

う
へ
い平

勤
続
章　
内
海
方
面
隊
第
２
分
団
団
員　

伊
井 

徳の
り
あ
き昭

ほ
か
14
名

【
愛
媛
県
知
事
表
彰
】

功
労
章　
城
辺
方
面
隊
本
部
副
団
長 　

　　　　　　　　　　　　　　　　
渡
邊
真ま

さ

る

佐
留　
ほ
か
4
名

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章 

御
荘
方
面
隊
第
4
分
団
分
団
長 

坂
本　
和か

ず

や也

ほ
か
3
名

勤
続
章 
西
海
方
面
隊
第
3
分
団
班
長 

河
野　
蓮れ

んほ
か
20
名

夫
婦
団
員
表
彰　

西
海
方
面
隊
・消
防
団
本
部　

猪
野　
彰あ

き
ひ
ろ博
・ゆ
か
り

感
謝
状　

消
防
団
本
部
副
団
長 

清
家
輝て
る
ひ
こ彦

夫
人　

清
家 
喜き

よ

み

代
美

【
愛
南
町
長
表
彰
】

内
海
方
面
隊
第
2
分
団
班
長 

伊
井 

誠
ま
こ
と 

ほ
か
9
名

【
愛
南
町
消
防
団
長
表
彰
】

一
本
松
方
面
隊
第
2
分
団
団
員 

宮
岡 

昌ま
さ
ひ
ろ弘 

ほ
か
17
名

愛媛県高等学校相撲新人大会
体重別個人で土居諒

り ょ う ま

真さんと吉田琉
りゅうせい

聖さんが優勝！

▲左から　吉田琉聖さん、土居諒真さん

愛媛
CATV
動画

愛媛
CATV
動画
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「第75回社会を明るくする運動作文コンテスト」
中井瀬

せ り な

里菜さん（城辺中2年）と玉川和
な ご み

実さん（御荘中2年）が入賞

　　法務省主催、第75回“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直り を支える地域のチカラ～ 
作文コンテストが開催されました。このコンテストは、家庭生活や学校生活などの中で体験したことを基に、犯
罪や非行に関して考えたことなどを作文に書き、この運動に理解を深めてもらうことを目的としています。

　　中井さんは、保護司会の方から話を聞いて、加害者、被害者、被害者の家族、それぞれの立場からの心情を書
きました。「偏見を持たずに、その人の気持ちを考えて、みんなが助け合える社会であってほしい。保護司会の仕
事をボランティアでしている人もいることを知り、ぜひ参加したいと思った」と述べました。
　　玉川さんは、保護司の方々から話を聞いて、感じたことを作文に書きました。特に、罪を償ったのにもかかわら
ず、なぜ、また犯罪を重ねてしまう人がいるのか考えました。「再犯や再非行を防ぐためには、私たち一人一人の
周りの温かい心掛けが大切。もし、身近に罪を償った人がいたら、温かく接していきたいと思う」と述べました。

【愛媛県更生保護女性連盟会長賞】

玉川　和
な ご み

実さん　『再犯を防ぐ環境づくり』

【愛媛県推進員会委員長（県知事賞）賞】

中井　瀬
せ り な

里菜さん　『助け合える社会へ』

　　11月16日㈰、今治スポーツパークで行われた全
国小学生ソフトテニス大会愛媛県予選において、岡
﨑結

ゆ い

愛さん・廣瀬紬
ゆ の

乃さんペアが小学5年生女子の
部（ダブルス）で準優勝、德原千

ち ひ ろ

尋さんが小学6年生
女子の部（シングルス）で準優勝を果たし、それぞれ
全国大会への切符を手にしました。
　　廣瀬さんは「ペアで声を掛け合い、ボールを追うこ
とができて良かった」と話し、岡﨑さんは「見つけた
課題を修正し、より上位を目指したい」と述べました。
小学生活最後の全国大会を前に德原さんは、「一つ
一つプレーの精度を上げていきたい。これまで支えて
くれた方々への感謝の気持ちを胸に、全力で臨みた
い」と力強く述べました。
　　また、岡﨑さんは12月14日㈰に高知県で開催さ
れた四国小学生女子インドアソフトテニス交歓大会
で波方ジュニアの河野さんとペアで出場し、見事個
人優勝を果たし、さらにクラブを勢い付けました。

篠山ジュニアソフトテニスクラブで
一緒にテニスをしませんか？
見学や体験も大歓迎！
詳しくは、毛利洋

よういち

一監督
電話：090-4788-6954まで！

～岡﨑・廣瀬ペア、德原千
ち ひ ろ

尋さんが3月の全国大会へ～
入賞ラッシュが止まらない篠山ジュニアソフトテニスクラブ

▲左から　德原千尋さん、岡﨑結愛さん、廣瀬紬乃さん

愛媛
CATV
動画

愛媛
CATV
動画



町のできごとをお伝えします。
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長年にわたる行政相談委員としての活動が称えられ

西海地域行政相談委員の山岡島
し ま こ

子さんが総務大臣表彰を受賞

▲表彰状を手にする中村維伯町長と山岡島子さん

　　西海地域の行政相談委員を務めている山岡島
し ま こ

子さんは、
これまで12年間にわたり行政相談委員として町民の行政に
対する意見や要望を受け付け、困りごとの解決に尽力してき
ました。その功績が評価された山岡さんは総務大臣表彰を受
賞し、12月11日㈭に中村維

ま さ の り

伯町長に報告しました。
　　令和７年９月３日㈬に東京都の京王プラザホテルで開催
された授賞式に出席した山岡さんは、「多くの方々に支えてい
ただきながらこれまで行政相談委員の役割を全うすることが
できた」と、自身の活動を振り返りました。また、「今後も地域
住民の皆さまの役に立つ存在となれるよう自分なりに努力を
続けていきたい」と活動への意欲を見せました。

　　令和7年度中学生の「税についての作文」において、町内から5人の生徒が表彰を受けました。
　　一本松中の田村さんは、「税金は自分たちの未来への
投資という思いを込めて書くことができた」と話し、御荘中
の稲田さんは「生活の身近なところで税金が使われてい
るということを、作文を書きながら感じることができた」と述
べ、生徒一人一人が税についての学びを深めることがで
きた様子でした。

■宇和島税務署長賞
　　城辺中　３年　稲垣　あゆみさん
　　『当たり前を見つめ直す』

■宇和島税務署長賞
　　城辺中　３年　宮脇　季

き よ

代さん
　　『互いに支え合う』

■宇和島税務署管内
　　納税貯蓄組合連合会長賞
　　篠山中　３年　岡﨑　心

み あ

愛さん
　　『税金との共生・便利さと
　　　　　　　　　　　  持続可能性を考える』

■宇和島税務署管内
　　納税貯蓄組合連合会長賞
　　御荘中　３年　稲田　凪

な ぎ さ

沙さん
　　『私も未来の納税者に』

租税意識の向上を目指して　税についての作文を表彰　

■愛媛県知事賞
　　一本松中　３年　田村　悠

は る き

輝さん
　　『税の役割』

　　広報あいなん「文化団体活動紹介」・「あいなんスポーツ天国」のコーナーでは町内で活動

する文化団体（町文化団体に加盟している団体に限る）やスポーツチームを紹介しています。

　　・・・ダンスや楽器演奏を一緒に楽しむ仲間を集めたい方

　　・・・書道や生花、絵画など作り上げた作品をもっとみんなに見てもらいたい方

　　・・・大会で活躍した事を知ってもらいたい方

　　・・・一緒に楽しく汗を流すメンバーを増やしたい方　　など　　

　　取材にご協力いただける団体はぜひ、ご連絡ください。　　　　　　総務課　電話：72-1211

　文化団体・スポーツ団体の皆さん！　文化団体・スポーツ団体の皆さん！
「広報あいなん」で自分たちの活動を紹介しませんか？「広報あいなん」で自分たちの活動を紹介しませんか？




